
申請資格

横浜市内の大学及び研究機関で研究に従事する者
（大学院生を含む）

助成対象

（１）人文社会科学、自然科学、医学の3分野にお
ける個人研究が原則

（２）申請者多数の場合は、３区分（研究、出版、
渡航費）のうち同一の助成区分で過去2年以内に助
成を受けた方は、その区分での審査の対象外とする
ことがあります。（助成区分が異なる場合は申請が
可能）

（３）同一年度で研究助成、出版刊行助成、海外渡
航費助成の重複申請は受付けません。いずれかひと
つを選び申請してください。
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2020年度
研究助成等の募集について



助成対象期間

2020年4月1日から2021年3月31日までの1年間

助成金総額 1,000万円

（研究助成： 700万円、

(1件当たり上限50万円）

（出版刊行助成：100万円

(1件当たりの上限 100万円）

（海外渡航費助成： 200万円

(1件当たりの上限 20万円)
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【海外渡航費助成上限額】
＜渡航エリア＞ ＜一般＞ ＜大学院生＞

ヨーロッパ・アフリカ・南米 200,000 50,000

北アメリカ・オセアニア 150,000 50,000

アジア(韓国、台湾を除く) 70,000 50,000

韓国・台湾 50,000 30,000

2000/4/1からの費用をカバーします。



 助成基準

１) 研究助成

次の各号※のいずれかに該当する国際的、学際的な
研究活動で、1年程度で一定の成果を得られる活動

＜※社会的要請・先駆的・独創的研究・神奈川県また
は横浜市に関する研究＞

２）出版刊行助成（研究助成の成果を公表）

＜※6/22現在、原稿が完成していること＞

３) 海外渡航費助成

次の各号のいずれかに該当する研究者の海外派遣に
対して渡航費を助成

ア、国際学術会議で発表する場合

イ、大学又は研究機関が出張扱いとする派遣の場合

ウ、選考委員会が学術教育の振興に寄与する派遣と
認めた場合
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選考方法

選考は財団委嘱の選考委員10名による選
考委員会において所定の申請書類（書面）
により行う。（定款により、最終決定は財
団理事会が行う。）

書面とは？

（１）申請書

（２）推薦書

（３）その他指定の書類
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１）研究助成 ・研究助成申請書 ・推薦書

（各1部）

２）出版刊行

助成

・出版刊行助成

申請書

・完全原稿のコ

ピー

・推薦書

・出版物の見積書

・要旨（1,200字程度）

（各1部）

３）海外渡航費

助成

・海外渡航費助成申請書

・参加プログラム等
（各1部）



申請書の書き方

１) 研究助成 p1
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申請書の書き方

１) 研究助成 p2 （研究費使途内訳）
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わかりやすい例（自然科学系）



申請書の書き方

１) 研究助成 3
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研究費使途記入例（人文社会系）



申請書の書き方

２) 出版刊行助成 p1
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申請書の書き方

２) 出版刊行助成 p2（研究業績記入欄に注目）
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申請書の書き方

３) 海外渡航費助成 p1
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申請書の書き方

３) 海外渡航費助成 p2
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「航空運賃」と「申請金額」の関係



推薦書（見本１）

研究助成

人文社会科学分野
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推薦書（見本２）

研究助成 自然科学系
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推薦書（見本３）

出版助成
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海外渡航費助成 参考資料（例）
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国際学会参加に関するメールの例



提出方法

（１）事務室へ直接お持ちいただく。

（２）横浜市立大学メールシステム

（Information, Box # 37)

（３）メールへの添付でお送りください。

（ファクスでの受付はいたしません。）

申請書提出後のスケジュール
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◆ 申請書受付：5月15日（金）～ 6月22日(月）
◆ 選考委員会：7月下旬
◆ 受給者発表：7月末日までに選考結果通知を発送し
ます。

◆ 助成金支給
(1) 研究助成：助成金を8月中旬に一括支給します。

(2) 海外渡航費で採択された方には渡航終了後に支給し
ます。
(3) 出版刊行助成については書籍発行後支給します。

新型コロナウイルス感染防止のため、横浜市立大
学内への立入りが制限されています。メールへの
添付による申請書提出にご協力ください。
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当財団ウェブサイト



当財団 Twitter
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